
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

参加者：7 人 場所:学習研修室 2 

 今回は、手話を少ししたことがある人が参加してくださ 

ったが、まず基本が大事ということで、基本から学んだ。 

 「指文字」「あいさつ」「よく使う単語」の順で学び、最後 

は「うみ」の歌を手話で教えてもらい、合唱して終わった。

（参加者の感想） 
「とても久しぶりに手話を勉強しました。楽しかったです」 
「手話は、日頃使っていないと忘れてしまうので、日頃か
ら使っていこうと思いました」 
「手話の基本を教えて下さり、ありがとうございました」 
「覚えきれなかったところは、帰って復習します」等。 

 

     参加者：5 人 場所：学習研修室 3 

講師：飯島 康生さん（ONE GROOVE） 

 感情のコントロール方法やメンタルを左右する脳の仕 

組みなどを知り、プラス思考になる方法を学びました。 

（参加者の感想） 

「ネガティブ思考になりがちなので、ポジティブな言葉で 

子どもにも声がけできる様な 

思考づくりをやっていきたいと 

思った」「とても知りたいことが 

分かったので、自分と子どもの 

関係性に活かせていきたい」等。 

-３- 

 

-２- 

 

 

◆8月 10日（木） 10：00～11：30 

場 所：参画センター学習研修室 3 

参加費：無料    

託 児：あり、無料（1週間前までに要予約） 

 

◆8月 11日（金・祝) 13：30～15：00 

場 所：参画センター学習研修室 3  

参加費：無料     

託 児：あり、無料（1週間前までに要予約） 
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＜パネル展の感想＞ 

「こういったパネル展を通して、男女共同参画の活動情報を

知る事ができてありがたい。こういった企画を今後も開催し

て欲しい。様々な市民活動があることを改めて 

感じた」「写真がきれいで多くて、わかりやすくて 

良かった。それぞれの活動がよく分かった」 

「スーツの貸出しを初めて知りました」 

 

 

＜昭和モデルから令和モデルへ＞ 

  

 

 

 

我が国の未来を担う若い世代が、理想とする

生き方、働き方を実現できる社会を作ることこ

そが、今後の男女共同参画社会の形成の促進に

おいて重要である。  

職業観・家庭観が大きく変化する中、今こそ

「昭和モデル」から「令和モデル」へ切り替え

るときである。 

 

「昭和モデル」 

いわゆるサラリーマンの夫と専業主婦 から成る

世帯を前提とした制度。固定的な性別役割分担

を前提とした 長時間労働や転勤を当然とする雇

用慣行。 

「令和モデル」 

新しい生活様式・働き方・若い世代を中心に、

生活様式、働き方についての考え方が変化、 

多様化・家族の姿の変化、人生 

の多様化、単独世帯、ひとり 

親世帯、共働き世帯の増加。 

 

 

「With コロナ時代を生きる 

       ～音楽で免疫力 Up～」 

◆第 1回 9月 29日（金） 10:00～11:30 

  「音楽で自分の”心”とつながる体験」 

  第 2回 10月 20日（金） 10:00～11:30 

  「ハーモニーの楽しさを体験」 
◆講 師：児玉 令江子さん 

（日本音楽療法学会認定 音楽療法士） 

◆場 所：参画センター学習研修室 1・2・3  

◆定 員：15人程度   

◆参加費：無料 

◆託 児 あり、無料（1週間前までに要予約） 

      生後 6ヶ月～就学前までの子ども 

◆お問合せ・申込み先  

参画センター （087-833-2282） 

 

 

◆8月 19日（土） 13：30～15：00 

場 所：参画センター相談室 

参加費：無料     

 

        参加者：2 人   場所：学習研修室 1・2 

講師：森井久美子（キャリアコンサルタント・参画センター

相談員） 

 仕事と家庭の両立は、女性だけでなく、男女の課題と 
してこれから考えていかなければならない。⓵ライフス 
テージと仕事と家庭の両立②人生はパッチワークのよ 
うなもの⓷夫や子供をチームワークの仲間として捉え 
協力してもらう⓸自分のものさしを明確にしよう；という 
4 つのポイントで考えてもらった。 
（参加者の感想） 「率直で具体的な話し合いができて、
役に立ちました」「キャリア経験の豊富な講師と参加者 
の方にアドバイスをもらえたのが良かったです」等。 
 

 

 

 

 

 

 

 

「職業適性検査」 

◆8月 23日（水） 10：30～12：00 

講 師：岡田 恵子（キャリアコンサル 

タント・参画センター相談員 ） 

場 所：参画センター学習研修室 1・2  

参加費：無料  託 児：あり、無料（要予約） 

 

     

 

 

 

  

 

 

     

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

参加者：27 人  場所：学習研修室 3 

登録団体の代表者に集まって頂き、活動内容やこれ 

からの活動の PR をして貰い、交流を深めてもらった。 

（参加者の感想） 

「様々な活動をされている皆さんの話が聞けて参考に 

なり、参加して良かったです」 

「一つの話題についてディス 

カッションする様な会（ワール 

ドカフェ形式）を開催したら良 

いと思います」等。 

 

 

 

 

「見やすい展示で、知らなかった活動がたくさんあった。各

団体が工夫をされてすごいと思いました」 

「パネル展、盛況ですね！しっかり伝わりました」 

「フードアレルギーのことは私も抱えているので、理解でき

ました。様々な活動、見習いたいです」 

「ガールスカウト」の人形上手です。ママ SUN’S かわいく

作成してますね」 

 

 

 

 

全ての人が希望に応じて、家庭でも仕事でも活躍できる社会

の実現へ 

①希望が満たされ、能力を最大限に発揮して仕事ができる環

境の整備 

●柔軟な働き方の浸透、勤務時間にかかわらず仕事の成果を

評価され、昇進を目指すことができる環境の整備  

●指導的役割に占める女性を増やすための取組の加速  

●再就職の際、またはキャリアアップを目指す際に能力や 

スキルを向上できるよう、リスキリング等の機会の提供  

➁仕事と家事・育児等の バランスが取れた生活 

●長時間労働の是正 

●男性の育児休業取得の促進、職場での 

業務の見直し、効率的な業務配分 

③女性の 経済的自立 

●男女間賃金格差の是正  

●成長分野への円滑な労働移行、能力向上支援、デジタル 

人材の育成等  

●女性の就労の壁となっている制度・慣行の見直し  

●養育費を支払うのは当然であるという意識の定着 

（資料：男女共同参画白書から） 

■実施期間：令和 5年 6月 23 日（金）～29 日（木）  ■場所：男女共同参画センター  ■アンケート回収数：30 人 

 
【参加した登録団体】 （13団体） 

●ℐ女性会議高松支部 

●AKK かがわ 

●（一社）ぬくぬくママ SUN’S 

●（一社）フードアレルギージャパン  

●香川 SGG（善意通訳の会） 

●学校給食と子どもの健康を考える 

会香川支部 

●ガールスカウト香川県連盟 

 

 

 

 

 

 

●手話サークルひびき 

●高松友の会 

●特定非営利活動法人福島の子

どもたち香川へおいでプロジェ

クト 

●高松市男女共同参画センター 

●高松友の会 

●ハンセン病問題を考える市民

の会 

 

 

 


